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横
浜
専
門
学
校
（
神
奈
川
大
学
の
前
身
校
）
の
草
創
期
の
資

料
は
、
創
立
か
ら
八
十
余
年
を
経
て
愈
々
蒐
集
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
学
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
当
時
の
資
料
に
は

学
籍
簿
、
会
議
録
（
部
分
的
）、『
横
専
学
報
』（
学
生
新
聞
）

や
寄
贈
資
料
（
教
科
書
、
ノ
ー
ト
等
）
な
ど
が
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
創
立
者
や
創
立
関
係
者
の
記
録
は
乏
し
い
。
ま
た
、
国

立
公
文
書
館
は
行
政
機
関
等
か
ら
移
管
さ
れ
た
公
文
書
が
保
存

さ
れ
て
い
る
が
、
横
浜
専
門
学
校
に
か
か
る
各
種
の
申
請
書
類

等
も
文
部
省
公
文
書
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。『
神
奈
川
大
学

史
資
料
集
』
第
七
集
か
ら
第
九
集
に
「
国
立
公
文
書
館
所
蔵　

横
浜
専
門
学
校
資
料
（
一
）
～
（
三
）」
と
し
て
収
録
し
た
資

料
群
は
、
同
館
に
よ
り
公
開
さ
れ
た
公
文
書
の
複
写
物
を
翻
刻

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
何
れ
も
広
い
意
味
で
の
学
内
資
料
と
言

え
る
も
の
で
あ
り
、
外
部
か
ら
の
視
点
を
持
つ
も
の
と
は
い
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
草
創
期
の
横
浜
専
門
学
校

の
状
況
を
多
面
的
に
知
る
た
め
の
情
報
と
し
て
、
新
聞
や
こ
こ

で
紹
介
す
る
受
験
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
貴
重
な

資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

『
受
験
と
学
生
』
は
、
大
正
中
期
に
す
す
め
ら
れ
た
高
等
教

育
機
関
の
拡
充
と
同
時
期
の
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
、
大

学
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
等
の
高
等
教
育
機
関
に
進
学
を
希

望
す
る
受
験
生
に
向
け
て
研
究
社
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
が
、
後

に
紹
介
す
る
よ
う
に
入
学
試
験
対
策
に
加
え
て
各
種
の
受
験
情

報
で
構
成
さ
れ
た
総
合
的
な
受
験
情
報
誌
の
性
格
を
持
っ
て
い

る
。
同
誌
は
そ
の
後
、『
高
校
英
語
研
究
』
と
改
題
し
、
一
九

九
七
（
平
成
九
）
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
ほ
か
に
当
時
の
受
験

雑
誌
と
し
て
『
受
験
旬
報
』（
後
に
、『
螢
雪
時
代
』
と
改
題
）

が
歐
文
社
（
後
に
旺
文
社
と
社
名
変
更
）
に
よ
り
一
九
三
二

（
昭
和
七
）
年
に
創
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
通
信
添
削
を

【
資
料
紹
介
】

受
験
雑
誌
に
見
る
草
創
期
の
横
浜
専
門
学
校

―『
受
験
と
学
生
』（
研
究
社
）
か
ら
―

池　

原　
　
　

治



― 76 ―

主
と
し
て
い
た
た
め
『
受
験
と
学
生
』
と
は
雑
誌
の
性
格
が
異

な
る
。

『
受
験
と
学
生
』
が
創
刊
さ
れ
た
大
正
中
期
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
主
戦
場
と
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
る
好
景
気

に
沸
い
て
い
た
。
ま
た
、
後
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
呼
ば
れ

る
風
潮
は
教
育
熱
の
高
ま
り
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経

済
的
・
社
会
的
背
景
か
ら
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
希
望
者
は

一
層
、
増
加
し
た
。
さ
ら
に
産
業
界
か
ら
の
要
求
に
も
応
え
る

も
の
と
し
て
臨
時
教
育
会
議
（
内
閣
直
属
の
諮
問
機
関
）
は
一

九
一
八
（
大
正
七
）
年
六
月
、
大
学
教
育
及
び
専
門
教
育
の
改

善
に
関
し
て
答
申
し
た
。
早
く
も
同
年
十
二
月
に
は
、
そ
れ
ま

で
の
「
帝
国
大
学
令
」
に
加
え
て
、
公
立
大
学
、
私
立
大
学
を

認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ
た
（
そ
れ
ま

で
も
「
大
学
」
の
名
称
を
認
可
さ
れ
た
私
立
の
高
等
教
育
機
関

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
も
の
だ
っ

た
）。
以
降
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
高
等
教

育
諸
学
校
の
拡
充
が
大
き
く
す
す
む
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ

の
と
き
専
門
学
校
令
の
改
正
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

先
に
述
べ
た
臨
時
教
育
会
議
の
答
申
に
お
い
て
「
現
行
制
度
変

更
の
必
要
な
し
」
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

高
等
教
育
機
関
の
拡
張
計
画
前
と
そ
れ
以
降
の
高
等
学
校
、

専
門
学
校
、
大
学
の
学
校
数
、
学
生
数
を
纏
め
た
も
の
が
表

1
で
あ
る
。
大
学
令
等
の
制
定
後
、
高
等
教
育
諸
学
校
の
学
校

数
、
学
生
数
は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
か
ら
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
ま
で
の
推
移
を
み
る

と
、
大
学
で
は
、
五
校
か
ら
四
五
校
と
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。
増
加
し
た
四
十
大
学
の
内
訳
は
官
立
大
学
等
十
三
校
、
公

立
大
学
二
校
、
私
立
大
学
二
十
五
校
で
あ
る
。

ま
た
、
専
門
学
校
も
前
述
の
拡
張
計
画
に
よ
り
、
九
六
校
か

ら
一
七
一
校
と
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
量
的
拡
充
が
な
さ
れ

た
。横

浜
専
門
学
校
は
、
高
等
教
育
機
関
拡
張
期
の
一
九
二
八

（
昭
和
三
）
年
に
横
浜
学
院
と
し
て
創
設
さ
れ
、
翌
年
、
横
浜

専
門
学
校
と
し
て
認
可
を
受
け
た
新
進
の
高
等
教
育
機
関
で

あ
っ
た
。
当
時
の
学
生
募
集
広
告
に
は
、
入
学
試
験
場
と
し

て
、
仙
台
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
及
び
本
校

（
横
浜
）
を
記
載
し
て
い
る
。「
多
数
の
志
願
者
か
ら
優
良
な
者

を
選
抜
す
る
方
針
を
採
つ
て
い
る
」
横
浜
専
門
学
校
と
し
て
受

験
情
報
誌
は
、
新
聞
広
告
と
と
も
に
特
に
地
方
に
お
い
て
重
要

な
広
告
媒
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



― 77 ―

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、『
受
験
と
学
生
』
に
掲
載
さ
れ
た

横
浜
専
門
学
校
に
関
す
る
記
事
の
う
ち
刊
行
時
期
の
近
い
「
横

浜
専
門
学
校
を
観
る
」（
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
二
月
号
掲

載
）
と
「
横
浜
専
門
学
校
の
画
期
的
給
費
制
度
」（
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
十
二
月
号
掲
載
）
の
二
点
で
あ
る
。

「
横
浜
専
門
学
校
を
観
る
」（
資
料
一
）
を
掲
載
し
た
二
月
号

は
、「
入
試
問
題
予
想
号
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
目
次

に
は
、「
入
試
問
題
の
傾
向
研
究
と
予
想
」、「
英
語
の
出
題
方

針
と
最
後
の
総
準
備
法
」、「
全
国
実
専
入
学
難
易
度
の
研
究
」、

「
懸
賞
誌
上
模
擬
試
験
問
題
」「
本
年
度
の
各
校
募
集
要
項
（
十

二
月
十
七
日
現
在
）」
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
入
試
を
間
近

に
し
た
読
者
の
関
心
を
誘
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
横
浜
港
は
、
神
戸
港
と
と
も
に
わ
が
国
を
代
表
す

る
貿
易
港
と
し
て
栄
え
、
市
内
に
は
商
業
課
程
を
持
つ
複
数

の
教
育
機
関
が
開
設
さ
れ
た
。
記
者
は
、「
横
浜
の
商
業
学
校

戦
」
と
し
て
、
市
内
の
五
専
門
学
校
の
う
ち
横
浜
高
等
商
業
学

校
（
現
、
横
浜
国
立
大
学
）、
横
浜
商
業
専
門
学
校
（
現
、
横

浜
市
立
大
学
）、
横
浜
専
門
学
校
の
創
立
年
、
入
学
状
況
を
比

較
、
新
進
の
横
浜
専
門
学
校
の
発
展
ぶ
り
に
学
校
訪
問
を
思
い

立
つ
（
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
校
は
後
に
新
制
大
学
へ
の
昇
格
を

申
請
す
る
が
共
に
大
学
名
を
「
横
浜
大
学
」
と
し
た
た
め
本
学

は
「
神
奈
川
大
学
」
に
変
更
し
て
審
査
を
受
け
て
い
る
）。

そ
こ
で
、
記
者
は
「
丘
上
一
帯
新
開
の
学
校
街
ら
し
い
感
じ

（
表
1
）
学
校
種
別
　
学
校
数
　
在
学
者
数

　

高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
数
）　
（
在
学
者
数
）

一
九
一
八
（
大
正　

七
）
年　
　
　

八
校　
　

六
、
七
九
二
人

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年　
　

二
五
校　

一
三
、
七
三
四
人

一
九
二
八
（
昭
和　

三
）
年　
　

三
一
校　

一
九
、
六
三
二
人

一
九
三
三
（
昭
和　

八
）
年　
　

三
二
校　

二
〇
、
三
〇
〇
人

　

専
門
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
数
）　
（
在
学
者
数
）

一
九
一
八
（
大
正　

七
）
年　
　

九
六
校　

四
九
、
三
四
八
人

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年　

一
二
一
校　

五
四
、
二
三
三
人

一
九
二
八
（
昭
和　

三
）
年　

一
五
三
校　

八
四
、
七
五
一
人

一
九
三
三
（
昭
和　

八
）
年　

一
七
一
校　

九
〇
、
二
六
二
人

　

大　
　

学　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
数
）　
（
在
学
者
数
）

一
九
一
八
（
大
正　

七
）
年　
　
　

五
校　
　

九
、
〇
四
〇
人

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年　
　

三
一
校　

三
八
、
七
三
一
人

一
九
二
八
（
昭
和　

三
）
年　
　

四
〇
校　

六
一
、
五
〇
二
人

一
九
三
三
（
昭
和　

八
）
年　
　

四
五
校　

七
〇
、
八
九
三
人

�

『
学
制
百
年
史
』（
文
部
省
）
か
ら
作
成
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が
す
る
」
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
横
浜
専
門
学
校
を
訪
問
し
、
米
田

理
事
（
創
立
者
米
田
吉
盛
）
と
会
う
。
時
期
は
一
九
三
一
（
昭

和
六
）
年
の
晩
秋
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
は
横
浜
専
門
学
校
と

し
て
初
め
て
と
な
る
第
二
部
第
一
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
ば
か

り
で
あ
る
。
翌
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
に
は
、
第
一

部
第
一
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
高
等
商
業
科
五
〇
名
、
貿
易
科
二

一
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
る
。
続
く
一
九
三
三
（
昭
和

八
）
年
十
二
月
に
は
、
現
在
ま
で
続
く
給
費
生
試
験
第
一
回
を

実
施
す
る
な
ど
、
米
田
の
学
校
経
営
が
順
調
に
す
す
ん
で
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。

記
事
中
、
米
田
が
野
球
場
と
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
る
が
、『
神
奈
川
大
学
60
年
の
あ
ゆ
み
』（
創
立
60
周
年
写
真

集
発
行
実
行
委
員
会
（
編
）、
一
九
八
八
年
十
一
月
）
に
掲
載

の
写
真
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
見
た
校
舎
全
景
（
昭
和
8
年
）」

に
は
本
部
地
区
西
側
に
野
球
場
や
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
が
見
え
る
。

教
室
は
校
地
の
東
側
、
現
在
の
芝
生
広
場
と
本
館
前
築
山
附
近

に
三
棟
の
校
舎
と
事
務
室
等
が
展
開
さ
れ
て
い
た
（
神
奈
川
大

学
創
立
五
十
周
年
小
史
編
集
委
員
会
（
編
）『
神
奈
川
大
学
五

十
年
小
史
』、
七
三
ペ
ー
ジ
、
一
九
八
二
年
八
月
）。

な
お
、
在
学
生
の
就
職
の
状
況
は
記
事
と
は
少
々
異
な
り
、

当
時
、
昭
和
恐
慌
の
影
響
か
ら
「
不
景
気
風
の
吹
き
ま
く
る
時

期
」（『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』、
四
〇
ペ
ー
ジ
）
で
あ
り
、

「
卒
業
の
日
ま
で
に
就
職
の
決
定
し
て
い
た
学
生
は
、
ほ
と
ん

ど
い
な
か
っ
た
。〔
中
略
〕「
大
学
は
出
た
け
れ
ど
」
と
い
う
深

刻
な
就
職
難
の
時
代
が
到
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」（
同
、
四

〇

－

四
二
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
横
浜
専
門

学
校
で
は
、「
卒
業
見
込
者
名
簿
に
丁
重
な
依
頼
状
を
添
へ
全

国
有
名
会
社
銀
行
官
庁
等
へ
宛
て
、
既
に
数
百
通
発
送
さ
れ
目

下
続
々
発
信
中
で
あ
り
米
田
学
監
も
過
日
中
関
西
九
州
朝
鮮
方

面
ま
で
旅
行
さ
れ
」（
横
浜
専
門
学
校
雑
誌
部
『
横
専
学
報
』

第
八
号
、
一
九
三
一
年
十
一
月
）
て
、
熱
心
に
就
職
先
の
開

拓
、
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

記
事
か
ら
は
横
浜
専
門
学
校
創
立
間
も
な
い
時
期
の
米
田
の

学
校
経
営
へ
の
強
い
意
欲
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

つ
ぎ
に
「
横
浜
専
門
学
校
の
画
期
的
給
費
制
度
」（
資
料
二
）

を
掲
載
し
た
十
二
月
号
は
「
海
陸　

高
師　

入
試
直
前
対
策

号
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
主
な
目
次
は
、
海
陸
高
師
入

試
問
題
の
研
究
、
高
師
受
験
直
前
の
対
策
、
入
学
試
験
予
備
問

題
回
答
、
農
教
の
入
試
近
づ
く
、
専
検
敗
北
者
の
手
記
、
最
近

の
入
学
検
定
試
験
問
題
集
な
ど
で
あ
る
。
同
誌
の
編
集
室
雑
記

に
は
「
十
二
月
中
旬
頃
に
な
る
と
全
国
官
立
高
等
学
校
の
試
験
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問
題
が
発
表
さ
れ
、
一
月
に
は
ひ
る
と
今
度
は
専
門
学
校
の
試

験
科
目
が
発
表
さ
れ
る
。
か
う
な
る
と
い
よ
い
よ
ぢ
つ
と
し
て

ゐ
ら
れ
な
い
。
編
集
者
自
身
で
さ
へ
気
が
も
め
る
位
だ
か
ら
受

験
生
諸
君
の
心
情
誠
に
同
情
に
堪
へ
ぬ
も
の
が
あ
る
。」
と
書

か
れ
て
お
り
目
次
に
違
わ
ぬ
緊
迫
感
が
漂
う
。

さ
て
、「
給
費
生
試
験
」
は
、
現
在
ま
で
続
く
本
学
の
目
玉

的
な
入
試
制
度
で
あ
る
が
、
見
出
し
に
「
横
浜
専
門
学
校
の
画

期
的
給
費
制
度
」
と
あ
る
よ
う
に
、
米
田
は
相
当
に
思
い
切
っ

た
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

給
費
生
試
験
に
合
格
し
た
者
へ
の
給
費
額
は
、
当
時
の
授
業

料
九
三
円
に
対
し
、
年
額
一
〇
〇
円
以
上
三
〇
〇
円
以
下
と
多

額
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、「
大
抵
の
学
校
の
給
費
制
度
は
そ
の

卒
業
後
に
於
て
何
等
か
の
義
務
附
帯
条
件
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る

が
、
本
校
の
給
費
生
は
、
卒
業
の
暁
に
於
て
も
学
費
の
返
還
を

要
せ
ず
又
何
等
の
義
務
も
負
は
せ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
他
校
に

見
ら
れ
な
い
制
度
で
あ
っ
た
。
給
費
生
試
験
の
配
点
は
「
口
頭

試
問
は
特
に
之
を
重
要
視
し
、
英
語
、
数
学
、
国
語
各
一
〇
〇

点
に
対
し
て
二
〇
〇
点
満
点
」
で
あ
り
、
合
計
点
の
四
割
を
口

頭
試
問
の
配
点
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
給
費
生
制
度

が
人
物
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
十
二
月
に
実
施
さ
れ
た
第
一
回
給

費
生
試
験
は
定
員
約
三
十
名
に
対
し
て
、
六
百
有
余
名
の
志
願

者
を
集
め
た
。
給
費
生
制
度
に
よ
る
入
学
者
か
ら
は
多
く
の
優

れ
た
人
材
を
輩
出
し
た
。

（
資
料
一
）

横
浜
専
門
学
校
を
観
る

記　
　

者

◇
横
浜
の
商
業
学
校
戦

大
東
京
の
玄
関
口
た
る
横
浜
市
に
は
現
在
専
門
学
校
が

五
校
あ
る
。
横
浜
高
等
工
業
学
校
、
横
浜
高
等
商
業
学

校
、
横
浜
商
業
専
門
学
校
、
関
東
学
院
、
横
浜
専
門
学
校

が
こ
れ
で
あ
る
。
此
内
横
浜
高
等
工
業
学
校
を
除
い
て
、

他
の
四
校
は
皆
高
等
実
業
教
育
を
主
と
す
る
学
校
で
あ

る
。
こ
れ
は
場
所
柄
当
然
の
こ
と
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

此
の
四
実
業
専
門
学
校
の
内
、
横
浜
高
商
は
御
承
知
の

通
り
官
立
、
横
浜
商
業
専
門
は
公
立
、
関
東
学
院
と
横
浜

専
門
学
校
は
私
立
で
あ
る
が
、
此
の
最
後
の
横
浜
専
門
学

校
が
、
創
立
日
猶
浅
き
に
も
拘
ら
ず
著
し
き
発
展
を
な

し
、
官
学
の
横
浜
高
商
、
伝
統
を
誇
る
横
浜
商
業
専
門
の

牙
城
に
肉
薄
し
て
少
か
ら
ぬ
脅
威
を
与
へ
て
ゐ
る
は
興
味
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の
あ
る
事
実
で
あ
る
。

今
横
浜
高
商
、
横
浜
商
業
専
門
、
横
浜
専
門
の
創
立
年

度
を
掲
げ
る
と
、

横
浜
高
等
商
業
学
校
・
・
・
・
大
正
十
三
年

横
浜
商
業
専
門
学
校
・
・
・
・
昭
和
三
年

横
浜
専
門
学
校
・
・
・
・
・
・
昭
和
四
年

と
な
る
が
、
横
浜
商
業
専
門
学
校
は
か
の
有
名
な
Y
校

の
専
修
科
の
昇
格
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
創
立
年
度

は
甚
だ
古
い
。

次
に
三
校
の
最
近
三
箇
年
の
入
学
状
況
を
対
照
し
て
見

る
と
、
左
の
通
り
に
な
る
。

昭
和
四
年
度（

志
願
者
数
）　
（
入
学
者
数
）

横
浜
高
商　
　
　

一
、
二
七
三　
　
　

一
五
〇

横
浜
商
業
専
門　
　
　

三
〇
三　
　
　

一
〇
三

横
浜
専
門
学
校　
　
　

二
〇
七　
　
　

一
〇
〇

昭
和
五
年
度（

志
願
者
数
）　
（
入
学
者
数
）

横
浜
高
商　
　
　

一
、
〇
四
八　
　
　

一
五
〇

横
浜
商
業
専
門　
　
　

二
〇
〇　
　
　
　

九
二

横
浜
専
門
学
校　
　
　

九
六
一　
　
　

二
八
五

昭
和
六
年
度（

志
願
者
数
）　
（
入
学
者
数
）

横
浜
高
商　
　
　
　
　

九
三
一　
　
　

一
五
〇

横
浜
商
業
専
門　
　
　

四
三
四　
　
　

一
〇
〇

横
浜
専
門
学
校　
　
　

七
二
六　
　
　

二
六
九

右
の
成
績
を
見
て
も
、
横
浜
専
門
の
著
し
き
躍
進
振
り

が
分
る
で
あ
ら
う
。

不
況
の
ド
ン
底
に
あ
つ
て
、
而
も
最
も
其
の
影
響
を
受

く
る
事
甚
だ
し
か
る
べ
き
私
立
実
業
専
門
学
校
が
、
か
く

も
異
常
な
る
発
展
を
な
し
つ
ゝ
あ
る
に
は
何
か
大
い
な
る

理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
視
察
の
意
味
で
、
記
者

は
晩
秋
の
或
一
日
、
横
浜
へ
の
所
用
の
序
で
に
同
校
へ
立

寄
つ
て
見
た
。

◇
横
浜
専
門
学
校
を
観
る

学
校
の
所
在
地
は
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
町
、
市
電

六
角
橋
終
点
か
ら
左
へ
約
二
丁
、
更
に
左
折
し
て
丘
上
に

上
る
と
、
自
然
に
校
門
に
到
達
す
る
。
此
処
は
市
内
と
言
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つ
て
も
事
実
は
郊
外
で
、
丘
上
一
帯
新
開
の
学
校
街
ら
し

い
感
じ
が
す
る
。
普
通
の
住
宅
に
ま
じ
つ
て
ぽ
つ

〱
立

並
ぶ
洋
服
屋
、
文
房
具
店
、
食
堂
、
喫
茶
店
等
々
、
何
処

か
往
年
の
早
稲
田
田
圃
を
懐
は
せ
る
。

受
付
に
刺
を
通
じ
て
米
田
理
事
に
会
ひ
、
歓
談
数
刻
の

後
、
校
内
を
見
せ
て
戴
く
。
米
田
氏
は
「
ま
る
で
寺
子
屋

で
す
」
と
謙
遜
さ
れ
る
が
、
教
室
の
机
や
椅
子
な
ど
は
立

派
な
も
の
だ
。「
建
物
は
御
覧
の
通
り
寺
子
屋
で
す
が
、

私
の
学
校
は
外
観
よ
り
も
内
容
主
義
で
す
。
ま
あ
之
を
見

て
下
さ
い
。」
と
示
さ
れ
た
の
は
教
授
名
を
書
き
連
ね
た

印
刷
物
だ
。
多
く
は
商
大
の
教
授
、
高
等
試
験
委
員
等
の

肩
書
を
有
す
る
錚
々
た
る
人
々
で
、
そ
れ
に
新
進
の
専
任

教
授
を
配
し
て
あ
る
。
商
大
教
授
と
高
等
試
験
委
員
で
固

め
て
ゐ
る
の
は
、
此
の
学
校
は
貿
易
科
、
高
等
商
業
科
、

法
学
科
の
三
科
に
分
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。「
こ
れ

だ
け
の
教
授
が
各
学
級
少
数
の
生
徒
を
受
持
つ
て
講
義
し

ま
す
。
そ
こ
に
却
つ
て
寺
子
屋
式
教
育
の
効
果
も
生
れ
る

わ
け
で
す
。」
と
、
米
田
氏
は
大
い
に
得
意
で
あ
る
。

敷
地
の
総
面
積
は
一
万
余
坪
。
大
抵
の
学
校
が
野
球
場

と
ト
ラ
ツ
ク
と
を
共
通
に
し
て
ゐ
る
の
に
、
此
の
学
校
で

は
そ
れ
を
別
に
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
贅
沢
さ
だ
。
ト
ラ
ツ
ク

は
野
球
場
に
隣
し
て
一
段
低
く
楕
円
形
に
掘
り
下
げ
、
周

囲
の
土
手
を
見
物
席
に
し
て
あ
る
。
追
て
其
の
土
手
に
工

事
を
施
し
て
、
立
派
な
ス
タ
ン
ド
を
造
り
上
げ
る
予
定
だ

と
い
ふ
。
事
務
所
の
裏
手
か
ら
此
の
ト
ラ
ツ
ク
を
越
し
て

野
球
場
を
見
渡
し
た
眺
め
は
、
何
処
か
大
陸
的
だ
。「
あ

の
向
う
に
社
が
見
え
る
で
せ
う
。
あ
の
あ
た
り
ま
で
学
校

の
敷
地
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。」
と
米
田
氏
の
指
す
方
に
視

線
を
向
け
た
が
、
近
眼
の
記
者
に
は
、
そ
の
社
が
は
つ
き

り
見
え
な
い
。
た
ゞ
そ
の
広
い
野
球
場
で
、
ア
式
蹴
球
の

選
手
諸
君
が
ダ
ン
ダ
ラ
縞
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
猛
練
習
を

や
つ
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
ば
か
り
だ
。

此
の
学
校
は
運
動
も
中
々
盛
ん
で
、
ア
式
で
は
断
然
横

浜
第
一
だ
さ
う
だ
。
野
球
も
前
早
大
監
督
の
市
岡
氏
を
監

督
に
迎
へ
て
か
ら
、
メ
キ

〱
強
く
な
り
、
先
頃
の
日
米

野
球
戦
に
出
場
し
た
郡
司
君
の
如
き
名
選
手
を
も
育
ん
で

ゐ
る
。「
も
う
暫
く
た
つ
た
ら
、
高
商
や
高
工
を
負
か
し

て
見
せ
ま
す
」
と
、
米
田
氏
は
力
ん
で
ゐ
る
。

此
の
学
校
は
毎
年
、
全
国
数
箇
所
に
試
驗
場
を
設
け
、

な
る
べ
く
多
数
の
志
願
者
か
ら
優
良
な
者
を
選
抜
す
る
方

針
を
採
つ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
学
生
の
素
質
が
宜
し
く
、
今

年
三
月
第
一
回
の
卒
業
生
を
出
す
が
、
既
に
そ
の
大
半
は
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就
職
口
が
定
つ
て
ゐ
る
さ
う
だ
。
之
も
米
田
氏
の
自
慢
の

一
つ
で
あ
る
。
本
校
は
最
初
中
区
西
戸
部
富
士
塚
に
在
つ

た
の
だ
が
、
其
後
現
在
の
所
に
移
転
し
た
。
当
時
は
人
家

も
少
く
、
淋
し
い
処
だ
つ
た
が
、
学
校
が
出
来
て
か
ら
急

に
家
が
殖
え
、
附
近
の
地
代
は
俄
然
暴
騰
し
た
と
い
ふ
。

不
況
時
代
に
ど
れ
も
こ
れ
も
愉
快
な
話
だ
。
記
者
も
つ
い

嬉
し
い
気
持
に
な
つ
て
、
今
後
一
層
の
発
展
を
祈
り
つ
つ

校
門
を
辞
し
た
。

（
資
料
二
）横

浜
専
門
学
校
の
劃
期
的
給
費
生
制
度

◇
劃
期
的
給
費
制
度
成
る

横
浜
市
六
角
橋
所
在
の
横
浜
専
門
学
校
は
創
立
日
尚
浅

い
が
、
貿
易
科
、
高
等
商
業
科
、
法
学
科
の
三
科
を
擁
し

て
、
新
興
の
意
気
に
燃
え
て
ゐ
る
。
年
每
に
本
校
を
目
指

す
志
願
者
の
増
加
率
は
誠
に
物
凄
い
有
様
で
、
昭
和
八
年

度
に
於
い
て
は
各
科
を
合
は
せ
一
千
五
百
名
の
多
き
に
達

し
て
ゐ
る
。
之
は
当
然
官
学
万
能
時
代
の
反
動
と
し
て
、

向
学
の
士
が
い
づ
れ
も
自
己
達
成
へ
の
自
覚
を
具
象
化
し

て
来
た
一
つ
の
証
左
と
も
見
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。
現
在

社
会
―
大
会
社
や
大
銀
行
等
が
そ
の
学
校
卒
業
生
を
採
用

す
る
に
際
し
て
の
目
標
も
往
時
と
は
著
し
く
そ
の
趣
を
異

に
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
学
閥
学
力
を
採
用

第
一
条
件
と
し
た
時
代
か
ら
考
へ
る
と
、
今
時
の
人
物
本

位
主
義
は
誠
に
驚
嘆
に
価
す
る
一
大
進
歩
と
言
ひ
得
よ

う
。
先
づ
人
間
を
陶
冶
す
る
こ
と
、
之
が
実
社
会
が
一
般

学
生
に
要
求
す
る
所
の
声
で
あ
る
。「
質
実
剛
健
の
精
神

を
基
調
と
し
学
理
の
研
鑚
に
併
せ
て
其
応
用
力
培
養
に
力

め
、
以
て
実
際
的
人
物
を
養
成
す
る
に
在
り
」
と
い
ふ
教

育
方
針
に
拠
つ
て
ゐ
る
本
校
が
、
こ
の
実
際
的
人
物
に
し

て
情
操
円
満
な
る
士
を
求
め
て
ゐ
る
こ
と
は
、
極
め
て
時

宜
に
適
し
た
行
き
方
で
あ
る
。

本
校
は
こ
の
教
育
方
針
の
徹
底
化
を
更
に
新
た
な
る
方

法
に
依
つ
て
計
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
即
ち
昭
和
九
年
度
よ

り
実
現
せ
ん
と
す
る
「
奨
学
会
給
費
制
度
」
が
之
で
あ

る
。
奨
学
会
と
い
ふ
の
は
本
校
創
立
当
時
よ
り
の
施（

マ
マ
）設

で
、
従
前
も
本
校
学
生
の
た
め
に
貢
献
し
来
つ
た
も
の
で

あ
る
が
、
今
回
更
に
其
事
業
を
拡
大
し
て
諸
君
に
呼
び
掛

く
る
わ
け
で
あ
る
。
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◇
第
一
回
の
給
費
生
募
集

昭
和
九
年
度
第
一
回
給
費
生
募
集
は
之
を
毎
年
三
月
よ

り
四
月
に
亘
つ
て
施
行
さ
れ
る
、
普
通
一
般
の
本
校
生
徒

募
集
と
切
り
離
し
て
本
年
十
二
月
下
旬
に
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
募
集
人
員
は
各
科
合
計
三
十
名
、
入

学
資
格
は
普
通
専
門
学
校
入
学
有
資
格
者
で
、
在
学
成
績

に
「
第
四
学
年
若
く
は
第
五
学
年
に
於
て
五
分
の
二
以
上

の
成
績
席
次
を
有
す
る
者
」
と
い
ふ
制
限
が
附
せ
ら
れ
て

ゐ
る
。
出
願
期
限
は
十
二
月
一
日
よ
り
十
二
月
二
十
日

迄
、
試
験
科
目
は
国
語
、
数
学
（
代
数
、
平
面
幾
何
）、

英
語
（
英
文
和
訳
、
和
文
英
訳
）
の
三
科
目
。
但
し
商
業

学
校
卒
業
者
は
数
学
を
省
き
商
業
簿
記
、
銀
行
簿
記
が
課

せ
ら
れ
る
。
試
験
は
十
二
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
両

日
、
本
校
に
於
て
行
ふ
外
、
十
二
月
二
十
四
日
、
二
十
五

日
に
広
島
高
工
、
十
二
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
大
阪

帝
大
医
学
部
、
十
二
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
に
福
岡
高

校
、
十
二
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
に
名
古
屋
高
商
で
も

施
行
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
尚
此
他
に
口
頭
試
問
及

体
格
検
査
を
夫
々
行
ふ
が
、
口
頭
試
問
は
特
に
之
を
重
要

視
し
、
英
、
数
、
国
語
各
一
〇
〇
点
に
対
し
て
二
〇
〇
点

満
点
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
志
願
者
諸
君
が
前
以
つ

て
特
に
注
意
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
因
み
に
此

給
費
生
入
学
試
験
の
成
績
発
表
は
昭
和
九
年
一
月
三
十
日

で
、
之
は
受
験
者
各
自
に
其
合
否
及
得
点
数
を
通
知
す
る

こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
得
点
数
の
発
表
は
之
に
依
つ
て
学

科
試
験
得
点
一
五
〇
点
、
口
頭
試
問
一
三
〇
点
以
上
と
判

明
す
れ
ば
、
そ
の
受
験
生
は
た
と
へ
給
費
生
の
方
は
不
合

格
に
な
つ
て
も
、
明
春
三
月
の
本
校
一
般
学
生
の
入
学
試

験
に
於
て
は
、
其
無
試
験
検
定
出
願
の
資
格
が
得
ら
れ
る

□
で
あ
る
。
之
も
優
秀
な
学
生
を
得
る
一
つ
の
方
法
と
し

て
、
妥
当
性
が
多
分
に
□
る
と
言
へ
よ
う
。

◇
給
費
制
度
の
内
容
に
就
て

今
回
創
設
さ
れ
た
給
費
生
募
集
に
関
し
て
は
以
上
で
尽

き
る
と
お
も
ふ
が
、
そ
の
給
費
額
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

即
ち
第
一
種
給
費
生
は
年
額
一
百
円
、
第
二
種
給
費
生
は

年
額
一
百
円
以
上
三
百
円
以
下
と
な
つ
て
ゐ
る
。
茲
に
特

筆
し
て
置
き
た
い
こ
と
は
、
大
抵
の
学
校
の
給
費
制
度
は

そ
の
卒
業
後
に
於
て
何
等
か
の
義
務
附
帯
条
件
が
加
へ
ら

れ
て
ゐ
る
が
、
本
校
の
給
費
生
は
卒
業
の
暁
に
於
て
も
学
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費
の
返
還
を
要
せ
ず
又
何
等
の
義
務
も
負
は
せ
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
之
れ
こ
そ
本
校
の
給
費
制
度
の
一

大
特
色
で
あ
り
、
こ
の
銓
衡
さ
れ
た
る
給
費
生
に
対
す
る

当
局
の
絶
対
信
頼
こ
そ
一
大
英
断
で
あ
る
。
給
費
生
の
素

質
向
上
が
期
待
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

上：『受験と学生』

　　1932年２月号表紙
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